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松山北高等学校（本校）
　学校番号( 22 ）

領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策
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グラデュエーション・ポリシーに沿って生徒が
成長していると感じる教職員の割合７割以上 Ａ

グラデュエーション・ポリシーを達成する
ために教育課程の見直しや教職員の資質向
上に取り組んでいきたい。

家庭学習の大切さを生徒に理解させ、課題の与
え方を工夫して、１･２年生３時間以上、３年
生４時間以上の家庭学習時間を確保させる。
Ａ:３、４時間以上　Ｂ：2.5～３、3.5～４時間
Ｃ：２～2.5、３～3.5時間　Ｄ：1.5～２、2.5～３時
間　Ｅ：1.5、2.5時間未満

Ｃ

日々の授業と直結した適切な課題の在り方
をさらに研究する。また、学習支援アプリ
を用いた課題の配信・提出を促進するとと
もに、デジタル採点機能を使用した考査の
分析を活用し、生徒の学力向上につながる
学習課題の内容を吟味する。

全教科について評価の方法を明記した詳細なシ
ラバスを公開し、選択履修や習熟度別指導の充
実により、効果的な学習を進める。

Ａ

毎年、継続的に更新したシラバスを公開
し、日々の授業や家庭学習に対する目標を
明確化することで効果的な動機付けとなる
ようにする。

３年間を見通した探究活動を実施し、地域の課
題に主体的・協働的に取り組む姿勢と伝え合う
力を養わせる。

Ａ

探究活動において産学連携のしくみを確立
し、地域の課題に主体的・協働的に取り組
む姿勢や成果を表現できる力を養わせる。

低学年次から進路意識の高揚を図り、国公立大
学200名以上、難関国立大学10名以上、難関私
立大学30名以上の合格者を目指す。
Ａ：200、10、30名以上　Ｂ：190～200、8、24名
Ｃ：180～189、6、18名　Ｄ：170～179、5、15名
Ｅ：169、3、9名以下

Ｂ

増加している総合型選抜や学校推薦型選抜
について、積極的に利用する方向へシフト
しているが、さらに各大学の選抜方法や内
容を研究し、合格を勝ち取れる出願を目指
す。１年次から３年次にかけての進路指導
の連携と早期からの進路意識の醸成に力を
入れる。また、大学入試を突破できる学力
を身に付けさせるために各教科との連携を
強化する。

生徒との個別面談を密にし、情報提供に努め
る。生徒が参加しやすい時期に大学の出張講義
や特別講座を実施して学問への興味・関心を高
め、主体的に進路を選択できる生徒を育てる。

Ａ

改まった機会にこだわらず、日常の様々な
機会を利用して進路について考えさせる声
掛けを行う。また、出張講義や土曜特講に
ついて、生徒の実態に合わせて再検討して
いく必要がある。

家庭学習や休日の学習指導を充実させるため、
放課後や休日の教室開放など、効果的な学習環
境を提供する。

Ｂ

１・２年のうちから自主学習ができる生徒
に育てることを目指して、学校開放等を活
用し、長時間机に向かう習慣を身に付けさ
せ、学習の仕方を理解させる。

教職員が共通理解し、共通実践する指導体制を
確立し、端正な身だしなみの徹底を図る。

Ｂ
身だしなみ指導の基準を見直し、生徒が自
ら正しい判断行動ができるように指導す
る。

気持ちのよいあいさつができる生徒100％を目
指す。

Ｂ
「気持ちのよいあいさつ」とは何かを考え
させ、実行させる手立てを考える。

心と時間に余裕を持って行動することの意味を
理解させ、10分前登校100％を目指す。

Ｂ
家庭と連絡を取り、協力して指導していく
必要があると感じる。

県大会ベスト４以上の部を増加させ、県総体出
場数290人以上、四国大会出場数15部以上、全
国大会出場数10部以上を目指す。
Ａ：290人、15部、10部以上　Ｂ：275～289、
９～14、６～９　Ｃ：260～274、５～８、３～
５　 Ｄ：245～259、３～４、２　Ｅ：244、
２、１以下

Ａ

来年度からは地区総体が無くなるため、県
総体の出場数は、具体的目標から削除す
る。

部活動加入率９０％以上を目指し、学業と部活
動の両立を図る。
Ａ：90%以上　Ｂ：85～89　Ｃ：80～84
Ｄ：75～79　Ｅ：74%以下

Ａ

引き続き、部活動顧問に学業との両立や休
養日の設定をお願いする。

部活動を通して、好ましい人間関係づくりを行
い、協調性や社会性を養う。

Ｂ
特になし

学校行事に積極的に参加できる生徒100％を目
指す。

Ｂ
生徒会を中心に生徒の主体性を重視した取
組を行う。

社会貢献できる生徒を育成するため、奉仕活動
やボランティア活動などを積極的に推進する。

Ｂ
ポートフォリオの活用を含めて学校外のボ
ランティア活動を案内する。

教育相談や特別な支援を必要とする生徒に早期
に対応する。また、命を大切にする心を育む。

Ｂ

生徒実態は年々変化、多様化しており、特
別な支援や家庭の支援を必要とするケース
もある。必要に応じて、スクールカウンセ
ラーやスクールソーシャルワーカー、地域
の相談機関等と連携を図る。

自転車の整備、ヘルメット着用の徹底、運転マ
ナーの向上などを図り、交通事故ゼロを目指
す。

Ｃ

青切符の導入により大きく変わる。その中
で自転車は道路を走ることが多くなるが不
安が大きい。年度当初からの指導を徹底す
る。

防災意識を高めるとともに、学校の施設・設備
の安全点検に努め、安全・安心な学校づくりを
推進する。

Ｂ

避難訓練の実施においては、生徒の安全が
確保できるよう、様々な場合を想定した訓
練を工夫していく。また、施設管理者の安
全点検を確実に実施し、安心・安全な学校
づくりを推進する。

日々の清掃の指導を強化し、ゴミのない好まし
い学習環境をつくる。

Ｃ

平素から、教員が一緒に活動し、生徒が積
極的に清掃するよう促す。美化委員の清掃
チェックなど、啓発活動も継続する。学校
全体で美化意識を持って主体的に活動し、
安心して過ごせる環境づくりを目指す。

感染予防に対する意識を高め、自他の健康を守
り、生き抜く力を養う。

Ｃ

感染予防への意識や行動が薄れることがな
いよう、今後も年間を通して継続的な啓発
を行い、予防対策の定着に努める。

生徒による授業評価を年間２回実施して、授業
改善を行う。

Ａ
生徒の探究心や主体性を引き出すことによ
り、一層充実した学習活動に繋げるてい
く。

保護者や中学校など外部に対する授業公開を年
間３回以上実施する。

Ｂ

　来年度も引き続き授業公開を行い、外部
の意見を取り入れ、分かる授業づくりに努
めていく。

研究授業や相互授業参観を通して、よく分かる
授業づくりに努める。

Ａ
研究授業や相互授業参観を通じて、ICTを
活用した効果的な指導方法や評価方法等に
ついて、相互研修に努めていく。

朝読書の取組を徹底し、読書指導を推進するこ
とで生徒の自ら学ぶ力を育てる。

Ｂ
先生方の理解と協力をいただきながら、全
校一斉に静かな読書の時間が持ている。継
続していきたい。

魅力ある図書館を目指し、情報を発信すること
で利用を促進し、１人あたりの年間貸出冊数
2.5冊以上を目指す。

Ｂ

引き続き、教科やホームルームで図書館利
用を促し気軽に立ち寄れる開かれた図書館
を目指す。

データの分類を徹底する。 Ａ

　データの取り扱いについて、情報セキュ
リティの観点から適切な分類を引き続き継
続していく。データの精選、削減につい
て、職員全体に協力をお願いしていきた
い。

学校ホームページを充実させ、１日のアクセス
数1,000以上を目指す。 Ｂ

　ここ１年間で北高日記227件、部活動日
記227件、計454件の記事がアップされた。
１日あたり1.24件の記事がアップされたこ
とになるが、よりタイムリーなアップを心
掛け、北高の魅力、生徒たちの生き生きと
した学校生活を多方面に伝えていきたい。

人権意識を向上させ、差別や偏見を許さない生
徒・教職員100%を目指す。

Ｂ

22.8％の保護者が「わからない」と回答し
ている。人権教育に関する情報を生徒・教
員間だけでなく保護者等へも発信し、学校
と家庭で共有していきたい。

いじめにつながる恐れのある事態の早期発見と
徹底対応を図る。

Ｂ

教員間でいじめ対策に差が出ないように、
課から随時情報発信をしていきたい。ま
た、教員間の情報共有も引き続き密にして
いきたい。教員間や家庭との連携を深め、
生徒の不安感やＳＯＳをより早く細やかに
把握できるようにしたい。

ＰＴＡへの啓発活動を充実させて、保護者との
連携を強化する。

Ｂ

人権・同和教育関係行事への参加はPТA人
権・同和教育専門委員にほぼ限られている
ため、他の保護者への参加を呼びかけた
い。また、人権・同和教育に関する情報を
積極的に発信していきたい。

教育活動に支障をきたすことのないように、必
要な修繕について早期の対応を行う。

Ｃ
年度当初に要望を聞くなどして、修繕計画
を早めに立てたい。

適切な予算管理による計画的な執行に努めると
ともに、経費の節減に努める。

Ｃ
引続き予算節減のため、ムダがないか考え
ていきたい。

教職員の勤務時間を守り、休憩時間を確保す
る。ＩＣＴの活用や会議等業務の効率化を図
り、時間の有効活用を図る。

Ｃ
引き続き、業務の精選、効率化を推進し、
教職員が時間を有効に活用できるよう取り
組んでいきたい。

組織的対応を徹底し、学校全体での協力体制を
整備する。教職員間のコミュニケーションを促
進する。

Ｃ
今後も対話を大切にし、各教職員間のコ
ミュニケーションが促進できるよう、でき
ることから実践していきたい。

物品購入要望書の提出を依頼し必要量と予
算の把握で節減に努めることが出来た。ま
た、空調管理も徹底した。
ＩＣＴ活用により会議等の効率化には一定
の成果が見られたが、業務量過多な部分も
あり、十分な成果とはいかなかった。
体育館の臨時工事があり、授業、部活動に
おいて活動環境の悪化が見られたが、連携
を取りながら対処できた。

　１日の平均アクセス数は2,238、昨年から
399プラスと目標を大幅にクリアしたが、北
高日記のアップについては63件減少してし
まった。

人権デー、生徒人権集会を通して生徒の人
権意識を高めることができた。96.8％の生
徒が「人権意識を持ち、差別を許さない態
度を取ることができている」と回答してい
学校生活に関するアンケートを毎学期、生
徒端末を使用して実施することにより、学
年間、教員間で生徒の状況を迅速に把握し
ていじめ防止に努めた。「できている」
「だいたいできている」と回答した生徒は
76.3％と例年並みである。
県・市・町村が主催する人権教育に関する
研修会の案内を行い、参加していただい
た。人権・同和教育に関するアンケート項
目について、「わからない」と回答した保
護者が少し増加している。
現地確認を行い職員により対応出来るもの
と、業者対応とするものを見極め、出来る
だけ早期の修繕に努めることができた。

５月２日の参観授業や10月の中高連絡会に
合わせて２日間の授業公開を行った。保護
者や中学校、近隣の大学生に授業を参観し
ていただいた。
６月18日に学校訪問研修があり、県内より
多くの先生方に授業を参観をしていただく
機会に恵まれ研鑚を積むことができた。
10分間の朝の読書を通して、考える姿勢や
読解力を身に付けるとともに、落ち着いた
一日のスタートを切ることができた。
図書館だよりや図書館報など、情報発信を
行い読書への意識を高めた。本年度、読書
感想文で５名が入選(入賞)した。1月末で一
人当たり1.6冊である。
　重要性分類の定義に沿って、校務系と学
習系のデータ分類が適切になされている。

毎月自転車事故の報告があった。高校生が
関係した事故のニュースなどで注意喚起は
したが、まだまだ徹底はできていない。

消火訓練・搬送訓練・起震車体験などを含
めた年３回の避難訓練により、生徒の防災
意識を高めることができた。また、4・8・1
月に教員による安全点検を実施し、安全・
安心な学校づくりに努めた。
清掃が週４回から週３回に減り、校内の汚
れが目立つ。教員の生徒への清掃指導の機
会も減っており、学校全体で校内美化に努
める必要がある。学校行事の際には、美化
委員が美化活動と啓発活動を行った。

保健だよりを通じて生徒・保護者へ健康情
報を発信するとともに、保健委員会を中心
に校内の消毒や環境管理等、感染予防対策
を継続することができた。

６月と11月に実施した。肯定的な評価の平
均が80％を超える結果となっており、授業
改善がおこなわれていることが分かる。

部活動加入率は約96％と例年並みである。
学業との両立ができていると回答した生徒
は67％と一昨年、昨年よりも上昇してい
る。
アンケートでできていると回答した生徒は
87.6％と高い水準を維持している。
積極的に参加していると回答した生徒は
97.6%であり、高いレベルを維持している。

奉仕活動を積極的に推進していると回答し
た生徒は84.3%であり、複数のボランティア
に参加している生徒も多い。
生徒・保護者・担任からの相談をもとに、
生徒の悩みを把握し、解決に向けて対応し
た。82.6％の生徒が「教育相談やカウンセ
リングを受けやすい環境が作られている」
と回答している。

３年生の放課後、土日祝日の学校開放を４
月から実施した。２学期からは１・２年生
の学校開放についても計画的に実施した
が、３年生以外の利用率は低かった。
全教職員が共通理解の下、生徒指導にあた
ることができていた。

校門や廊下でのあいさつなどしっかりとで
きているが、100%ではないと思われる。
大半の生徒は余裕を持って登校できている
が、一部の生徒の改善が見られていない。
県総体出場数２９部２９５名、四国総体出
場数１３部９８名、全国大会出場数１６部
５９名と上位成績を収める部が増加した。

６月の調査では、１年生が126分、２年生が
121分の平均学習時間となった。11月の調査
では、１年生が110分、２年生が121分で目
標時間を達成できていない。３年生は11月
の調査で平均が230分で概ね目標達成となっ
た。

３学年とも新学習指導要領のもと、観点別
評価規準を記したシラバスを公開し、効果
的な学習を進めている。

３年間を見通した探究活動の流れができ、
地域の課題に主体的・協働的に取り組む姿
勢を養わせるよう取り組めた。

今年度は、共通テストを利用しない学校推
薦型選抜や総合型選抜の実績は昨年と同程
度であった。現在、国公立大学合格を目指
して２次試験まで諦めず学習に取り組んで
いる生徒が多く、粘り強く受験させる指導
により目標達成を目指す。

懇談時期だけでなく模試などの機会に面談
を実施した。大学説明会や出張講義、土曜
特別講座など様々な機会を捉えて学問に対
する興味関心を高める取組を実施した。
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予算の管理

適切な勤務時間

職場環境の整備
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権
･
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和
教
育

人権･同和教育の充実

情報セキュリティ管理

教育活動の発信

事
務

授業公開や授業評価の充実
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教
育

図
書

読書指導の充実

デ
ジ
タ
ル

基本的生活習慣の育成

特
別
活
動

部活動の充実

特色ある学校づくりの推進

保
健
・
安
全
管
理

安心・安全な教育環境の充実

健康教育の充実

「十分に成長している」「成長している」
と感じている教職員の割合は83％と概ね目
標は達成している。

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

目標の達成状況評価項目

自　　　己　　　評　　　価　　　表

グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）

○自ら知性を磨き、心身を鍛え、進路実現できる力を育成します。
○生徒の魅力や可能性を引き出し、未来を切り拓く力を育成します。
○周囲に対して感謝と思いやりを持ち、共生する力を育成します。
○コミュニケーション能力や情報活用能力を高め、他者と協働できる力を育成します。
○社会の課題解決に主体的に取り組み、持続可能な社会を創造する力を育成します。

○１年次、自己実現のための確かな学力を身に付けさせるため、基礎・基本を重視した教育課程を編成します。
○２・３年次、多様な進路希望を実現するために、文系理系ごとの教育課程の編成に加え、多くの選択科目や本校生徒の特性に
合わせた学校独自の科目等を開設します。
○学校内外で実施する様々な部活動やボランティア活動を通して、健全で豊かな心とたくましい身体を育てます。
○総合的な探究の時間や課外活動を中心に地域協働のプログラムを展開して、課題解決能力や社会貢献の精神を育成します。

教
科
指
導

進
路
指
導

生
徒
指
導

学習指導の充実

総合的な探究の時間

グラデュエーション・ポリシーの
達成

進路指導の充実
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